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消費者が変える物流消費者が変える物流

20092009年年1212月月1010日日
グリーン物流パートナーシップ会議グリーン物流パートナーシップ会議

第第88回グリーン物流パートナーシップ会議回グリーン物流パートナーシップ会議__パネルディスカッションパネルディスカッション
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パネルのねらいパネルのねらい

１．物流及びグリーン物流を知って戴きたい。１．物流及びグリーン物流を知って戴きたい。

２．消費行動を変えることで物流をグリーンに２．消費行動を変えることで物流をグリーンに
できることに気づいて戴きたい。できることに気づいて戴きたい。
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パネルの構成パネルの構成

１．イントロダクション１．イントロダクション

２．消費者及び企業の取組み２．消費者及び企業の取組み

３．取り組む上での問題３．取り組む上での問題

４．見える化の意義４．見える化の意義

５．ま５．ま とと めめ

44

１．イントロダクション１．イントロダクション
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◆物 流

・原材料調達→製造業⇒流通業⇒小売業⇒消費者
→リサイクル、廃棄
☞社会を支える重要なインフラ

・B to B と B to C

・物流機能
‐包 装☞紙、プラスティック ☞森林資源・原油の使用⇒廃棄物

‐輸 送☞トラック、鉄道、船、飛行機
‐保 管☞冷凍・冷蔵
‐荷 役☞フォークリフト
‐流通加工☞加工機器
‐情 報☞コンピュータ、通信機器

☞エネルギー
（軽油、電気、ガス）

の使用⇒CO2
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◆我が国の部門別CO2排出量（電気・熱配分後）の推移

図註）カッコ内の数字は基準年（1990年度）排出量からの変化率
出典：2008年度の温室効果ガス排出量（速報値）について 環境省

http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=11766

2008年度合計 12億8,600万トン(+1.9%)

運輸 2億3,600 万t-CO2 【全体の18.4% 90年比＋8.5%】
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◆運輸部門におけるCO2排出量の内訳（2007年度）

出典：国土交通省政策統括官付 http://www.greenpartnership.jp/pdf/active/kaigi/07/haihu/handout5.pdf
元出典：「日本国温室効果ガスインベントリ報告書」 温室効果ガスインベントリオフィス

「温室効果ガス排出量」 環境省
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◆輸送機関別トンキロ＊あたりCO2排出量の比較

＊）1トンキロ＝1トンの貨物の1㎞の輸送
出典：平成19年度国土交通白書
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２．消費者及び企業の取組み２．消費者及び企業の取組み
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３．３．取り組む上での問題取り組む上での問題
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４．見える化の意義４．見える化の意義
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(1)(1)エコポイントエコポイント
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◇実験前の再配達の認識情況 ◇実験中にした努力

出典）物流省エネルギー対策導入調査（宅配便エコポイント制度の実施に向けた調査） 平成20年2月20日
㈱富士通総研 p.45 より作成

78.4

21.6

実験前はしていなかった 実験前から認識していた

N＝852

28.6

57.7

9.6
4.0

かなり努力した まあまあ努力した

あまり努力しなかった 全く努力しなかった

N＝852

◆宅配便エコポイント実験のモニターアンケート調査結果

N =852

N =852
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◇実験後の意向 ◇参加したい理由

出典）物流省エネルギー対策導入調査（宅配便エコポイント制度の実施に向けた調査） 平成20年2月20日
㈱富士通総研 p.53 より作成

99.6

0.4

参加したい 参加したくない

N＝852

68.7

24.9

6.0 0.5

環境に良いことだから ポイントが欲しいから

その他 不明

N＝852

N =852

N =852
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◇より心がけて実践するようになった活動

出典）物流省エネルギー対策導入調査（宅配便エコポイント制度の実施に向けた調査） 平成20年2月20日
㈱富士通総研 p.44 より作成

53.2
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23.7
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変化なし

公共交通の利用

節水・節電

資源ごみのリサイクル

エコバックの持参

変化あり

N＝852N =852

■
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(2)(2)カーボンフットプリントカーボンフットプリント
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◆カーボンフットプリントの例【サッポロビールの試作品】

出典：ロジスティクス環境会議 第11回グリーン物流研究会（2009.6.24）
サッポロビールにおけるカーボンフットプリントの取組み
サッポロビール株式会社ＣＳＲ部社会環境室 配布資料より作成
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◆カーボンフットプリントの例【イオンのギフト商品】

出典：イオン㈱提供資料より作成
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◆もし商品にCFPの表示がされたら？

出典：食卓から始める低炭素社会実現のための物流省エネルギー対策導入調査事業報告書 p.36
平成21年3月 生活協同組合連合会コープネット事業連合 ㈱環境エネルギー総合研究所
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◆CFPで商品の選択行動は？（複数回答）

出典：食卓から始める低炭素社会実現のための物流省エネルギー対策導入調査事業報告書 p.37 図19より作成
平成21年3月 生活協同組合連合会コープネット事業連合 ㈱環境エネルギー総合研究所

29.8
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0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

その時になって見ないとわからない

CO2排出量は選択基準にならない

趣味嗜好に多少合わなくても
CO2排出量の少ない商品を買う

多少CO2排出量が多くても
自分の趣味嗜好に合った商品を買う

多少価格が高くてもCO2排出量の
少ない商品を買う

多少CO2排出量が多くても
価格が安い商品を買う

CO2 vs 価格

CO2 vs 嗜好
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CO2重視
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5.2

11.2

57.6

57.6

58.0

24.0

26.0

28.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

わからない

店舗の活動は特に考えない

CFPを下げる取組みをする
店舗は評価できる

小さいCFPの商品を選別
している店舗は評価できる

CFP付きの商品が多数ある
店舗は評価できる

CFPを下げる取組みをする
店舗で買いたい

小さいCFPの商品を選別
している店舗で買いたい

CFP付きの商品が多数
ある店舗で買いたい

◆CFPで店舗の選択行動は？（複数回答）

出典：食卓から始める低炭素社会実現のための物流省エネルギー対策導入調査事業報告書 p.38 図20より作成
平成21年3月 生活協同組合連合会コープネット事業連合 ㈱環境エネルギー総合研究所
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◆その他のグリーン物流の見える化の例
◇エコレールマーク

http://www.mlit.go.jp/tetudo/ecorailmark/ecorailmark.html

◇エコシップマーク

◇ロジ君とエコちゃん

http://www.greenpartnership.jp/mark/index.html

■
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５．ま５．ま とと めめ
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◆消費者が変える物流

廃棄・リサイクル,

3
製品使用,15

商品販売, 25

商品輸送, 8
商品生産, 19

原材料調達, 30

地産地消

運び方（鉄道、船）

売られ方・買い方

賞味期限、返品（箱の擦り傷）

註）数字はダミーです。

■


